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増
え
続
け
る
空
き
家
対
策

所
有
者
の
特
定
を
進
め
る

田
た

村
む ら

善
よ し

男
お

 議員
（八起会）

道路沿いの危険な空き家

田
村
議
員　
人
口
減
少
が
進
み
、

老
朽
化
で
倒
壊
の
お
そ
れ
や
景

観
上
の
問
題
な
ど
が
社
会
問
題

化
す
る
中
、
管
理
不
十
分
な
ま

ま
放
置
さ
れ
た
空
き
家
の
解
消

に
向
け
た
対
策
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
は
昨
年
８
月
に
地
域

の
空
き
家
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
行
政
区
や
自
冶
会
、
町

内
会
単
位
に
管
理
が
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
の
数
と
状
態
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
市
内
の
空
き
家
で
あ
る

住
家
５
９
６
棟
、
倉
庫
８８
棟
の

う
ち
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
は
住
家
１
６
７
棟
、
倉
庫

3２
棟
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

空
き
家
の
所
在
と
状
態
の
実
態

把
握
、
所
有
者
な
ど
の
特
定
を

行
う
こ
と
な
ど
、
総
合
的
に
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

教
委
制
度
の
改
革
は

責
任
体
制
の
明
確
化

田
村
議
員　
現
行
の
教
育
委
員

会
制
度
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

今
回
の
制
度
改
革
の
趣
旨
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
今
回
の
改
正
は
、
首

長
が
直
接
教
育
長
を
任
命
す
る

こ
と
の
任
命
責
任
と
教
育
行
政

の
第
一
義
的
な
責
任
者
が
明
確

化
す
る
こ
と
や
、
常
勤
の
教
育

長
が
教
育
委
員
会
の
会
議
の
招

集
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
適
切
に
判

断
し
、
早
急
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
首
長
と
教
育
委

員
会
が
教
育
行
政
の
方
向
性
を

共
有
し
、
一
致
し
て
執
行
に
当

た
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
教
育
政
策
に
関
す
る
方
向
性

が
明
確
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

大
森
議
員　
地
方
創
生
法
で
は
、

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定

を
努
力
義
務
と
し
て
い
る
。
八

幡
平
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
。

市
長　
国
の
総
合
戦
略
な
ど
を

考
え
合
わ
せ
、
人
口
減
少
対
策

事
業
や
定
住
化
促
進
を
盛
り
込

み
、
２7
年
度
中
に
策
定
す
る
。

市
長
公
室
長　
３
月
１
日
に
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
推
進
本
部
を
設
置
し
た
。

大
森
議
員　
国
で
予
算
化
し
た

交
付
金
の
活
用
方
法
は
。

市
長　
地
方
創
生
型
は
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
の
策
定
、

観
光
振
興
事
業
、
企
業
化
支
援

事
業
に
充
て
た
い
。

市
長
公
室
長　
地
域
消
費
喚
起

生
活
支
援
型
を
活
用
し
、
１
枚

千
円
の
商
品
券
１２
枚
の
セ
ッ
ト

を
１
万
円
で
販
売
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

大
森
議
員　
国
は
手
続
き
の
簡

素
化
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
普
及
や
拡
大
を
進
め
て
い
く

が
、
今
後
の
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
地
元
特
産
品
の
贈
呈
は
、

Ｐ
Ｒ
活
動
の
良
い
機
会
で
、
魅

力
を
感
じ
て
い
る
。
還
元
率
を

争
う
よ
う
な
贈
答
品
競
争
で
は

な
く
、
寄
付
し
た
い
と
考
え
る

人
の
気
持
ち
を
く
す
ぐ
る
よ
う

な
工
夫
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

米
価
下
落
の
対
応
策

大
森
議
員　
県
は
、
あ
き
た
こ

ま
ち
に
代
わ
る
主
食
用
米
「
岩

手
１
０
７
号
」
を
奨
励
品
種
に

決
定
し
た
が
、
市
の
対
応
は
。

市
長　
栽
培
適
地
が
盛
岡
周
辺

で
あ
り
、
当
面
は
作
付
け
や
販

売
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

八
幡
平
市
流
の
地
方
創
生
策

20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

大
お お

森
も り

力
り き

男
お

 議員
（新政クラブ）

若者定住を目的に建設された
安代若者センター

北
口
議
員　
八
幡
平
市
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
東
北

電
力
へ
の
送
電
線
接
続
の
現
状

と
、
時
期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

市
長　
松
尾
八
幡
平
地
域
で
地

熱
発
電
の
調
査
を
し
て
い
る
岩

手
地
熱
㈱
か
ら
は
、
送
電
設
備

関
係
の
工
事
契
約
を
東
北
電
力

と
締
結
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

発
電
を
開
始
し
た
場
合
は
、
送

電
は
可
能
と
な
る
。

地
域
振
興
課
長　
平
成
２９
年
に

発
電
開
始
を
進
め
て
い
る
。

北
口
議
員　
地
熱
発
電
で
は
冷

却
用
の
水
が
重
要
と
な
る
。
水

の
採
取
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

市
長　
発
電
量
で
水
の
使
用
量

は
左
右
さ
れ
る
が
、
発
電
所
予

定
地
の
近
く
に
あ
る
沢
の
水
が

利
用
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
と

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

北
口
議
員　
地
域
防
災
計
画
と

防
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

市
長　
地
域
防
災
計
画
は
、
県

の
防
災
計
画
の
改
正
点
を
反
映

し
、
２
月
の
防
災
会
議
で
改
定

し
た
。
計
画
を
基
に
、
現
実
的

で
実
践
的
な
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

北
口
議
員　
防
災
行
政
無
線
の

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
今
後
、
防
災
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
、
災
害
の
種

類
ご
と
に
サ
イ
レ
ン
の
音
を
変

え
て
放
送
す
る
な
ど
、
市
民
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

●
他
の
質
問
事
項　
行
政
事
務

の
効
率
化
に
つ
い
て

送
電
線
接
続
現
状
と
時
期

工
事
契
約
結
び
Ｈ
29
年
に

北
き た

口
ぐ ち

和
か ず

男
お

 議員
（無会派）

平成２９年の発電開始に向けて
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国
旗
・
市
旗
の
尊
重
と
敬
愛

正
し
い
掲
揚
啓
発
に
努
め
る

渡
わ た

辺
な べ

義
よ し

光
み つ

 議員
（新政クラブ）

国旗・市旗を掲揚した市議会議場

渡
辺
議
員　
昨
年
１２
月
、
新
し

い
議
場
に
国
旗
と
市
旗
が
掲
揚

さ
れ
た
。
国
旗
・
市
旗
な
ど
の

掲
揚
推
進
や
啓
発
活
動
が
必
要

と
考
え
る
。

市
長　
国
旗
・
市
旗
を
尊
重
し
、

市
政
を
推
進
す
る
。
ミ
ニ
国
体

旗
な
ど
は
、
県
と
連
携
し
市
民

運
動
と
し
て
取
り
組
む
。

教
育
長　
学
習
指
導
要
領
に
沿

い
、
各
小
中
学
校
で
国
旗
や
国

歌
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
参
画
の
総
合
計
画

渡
辺
議
員　
次
期
市
総
合
計
画

に
１２
コ
ミ
セ
ン
の
地
域
計
画
を

反
映
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
意
見

を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
各
地
域
振
興
協
議
会
が

策
定
し
た
地
域
計
画
は
、
関
係

部
署
で
共
有
し
、
参
考
と
し
て

い
る
。

渡
辺
議
員　
小
中
高
校
生
や
若

い
女
性
な
ど
の
意
見
を
ど
の
よ

う
に
反
映
す
る
考
え
か
。

市
長　
市
長
講
話
な
ど
機
会
を

捉
え
て
、
子
ど
も
た
ち
に
市
の

状
況
な
ど
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

各
種
審
議
会
委
員
の
公
募
な
ど

で
、
若
い
女
性
た
ち
の
意
見
を

聞
く
機
会
を
作
り
、
女
性
の
積

極
的
参
加
を
促
し
た
い
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向
上

渡
辺
議
員　
市
立
図
書
館
は
手

狭
で
あ
る
。
西
根
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
を
図
書
館
別
室
と
し
て

有
効
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
２６
年
度
は
９
５
２
冊

の
図
書
を
廃
棄
処
分
し
た
。
次

期
総
合
計
画
の
中
で
保
存
庫
な

ど
の
確
保
を
検
討
し
た
い
。

教
育
次
長　
西
根
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
の
活
用
は
市
長
部
局
と

も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

立
花
議
員　
若
手
林
業
者
育
成

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
林
業
関
係
者
か
ら
意
見

を
聞
き
、
次
期
総
合
計
画
で
検

討
し
た
い
。

立
花
議
員　
若
者
を
林
業
に
従

事
さ
せ
る
施
策
を
打
ち
出
す
べ

き
と
考
え
る
。

土
木
林
業
課
長　
将
来
的
に
作

業
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
支
援
策
を
考
え

な
が
ら
、
若
手
林
業
者
の
育
成

を
図
り
た
い
。

立
花
議
員　
市
民
文
化
会
館
整

備
は
木
造
建
築
で
計
画
し
て
も

ら
い
た
い
。

市
長　
現
時
点
で
は
建
設
へ
の

具
体
的
な
構
想
は
な
い
。
検
討

し
た
結
果
、
建
設
が
決
ま
っ
た

場
合
に
は
、
木
造
建
築
を
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
。

ス
キ
ー
国
体
後
の　

全
国
大
会
開
催
計
画

立
花
議
員　
ス
キ
ー
国
体
後
の

全
国
規
模
の
大
会
開
催
計
画
は
。

市
長　
平
成
２９
年
の
全
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
、

3２
年
度
以
降
の
全
国
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
の
拠
点
開
催
地
で
誘

致
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

立
花
議
員　
拠
点
開
催
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長　
５
年
か

ら
１０
年
間
連
続
し
て
大
会
を
誘

致︵

開
催︶

す
る
も
の
で
あ
る
。

安
代
林
業
セ
ン
タ
ー

民
間
へ
施
設
譲
渡　

立
花
議
員　
林
業
セ
ン
タ
ー
の

民
間
譲
渡
は
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　
直
ち
に
譲
渡
す
る
の
は

現
実
的
で
は
な
い
が
、
時
間
を

要
し
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

若
手
林
業
育
成
者
取
り
組
み

次
期
総
合
計
画
の
中
で
検
討

立
た ち

花
ば な

安
や す

文
ふ み

 議員
（八起会）

高性能林業機械による伐採現場

山
本
議
員　
八
幡
平
市
の
保
育

所
待
機
児
童
の
状
況
は
。

市
長　
２7
年
度
は
、
４
月
当
初

時
点
で
１０
人
の
待
機
児
童
が
出

る
見
込
み
で
あ
る
。

山
本
議
員　
２7
年
度
か
ら
の
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
で
は
、
待
機
児
童
解
消
は
3０

年
度
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
早

期
に
解
消
す
る
た
め
、
計
画
を

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
改
修
で
対
応
可
能
な
部

分
は
全
て
実
施
し
た
。
当
面
受

け
入
れ
の
弾
力
化
を
図
る
。

地
域
福
祉
課
長　
３
年
後
の
杉

の
子
保
育
園
の
改
修
を
待
ち
、

解
消
の
た
め
に
で
き
る
限
り
事

業
者
へ
の
打
診
を
し
た
い
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
設
置

山
本
議
員　
田
山
ス
キ
ー
場
競

技
セ
ン
タ
ー
前
に
１８
ホ
ー
ル
の

市
営
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
設
置

が
必
要
で
あ
る
。

市
長　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
し

て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
毎
年

補
修
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

設
置
場
所
と
し
て
は
適
さ
な
い
。

既
存
施
設
の
有
効
的
な
活
用
と
、

田
山
ス
キ
ー
場
に
こ
だ
わ
ら
な

い
場
所
を
模
索
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設
置

山
本
議
員　
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
陳
情
し
た
綿
帽
子
温
泉

館
の
脇
に
市
営
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

副
市
長　
施
設
脇
は
か
な
り
の

面
積
の
市
有
地
が
あ
る
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
の
活
用
に
差
し
支

え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
庁
内
で

調
整
を
し
た
い
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
で
も
設
計
や
整
地
な
ど

議
論
い
た
だ
き
た
い
。

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消

当
面
は
受
け
入
れ
弾
力
化

山
や ま

本
も と

　榮
さかえ

 議員
（日本共産党）

安心して子育てできる環境整備を



一 般 質 問 一 般 質 問

17 №39 16№39

安
代
地
区
に
生
活
支
援
事
業

市
自
立
支
援
協
議
会
で
議
論

小
お

野
の

寺
で ら

昭
しょういち

一 議員
（八起会）

共生型グループホーム白山の里

小
野
寺
議
員　
八
幡
平
市
の
障

害
者
数
の
現
状
と
、
障
害
者
の

居
住
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
。

市
長　
平
成
２６
年
３
月
末
現
在
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
は

１
４
０
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
現
在
、
市
内
で
１１
カ

所
・
定
員
６１
人
で
、
利
用
環
境

が
整
っ
て
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
２7
年
度
末
に
は
さ

ら
に
設
置
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
も
民
間
事
業
所
の
積
極
的

な
参
入
を
促
す
と
と
も
に
、
既

存
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
の
充

実
を
図
り
た
い
。

小
野
寺
議
員　
安
代
地
区
に
は

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
と
日
中
活
動

系
の
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
が
な
い
。

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
現
在
、
安
代
地
区
か
ら

他
の
地
区
に
通
い
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
は
７
人
い

る
。
八
幡
平
市
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
で
議
論
し
た
い
。

積
立
基
金
運
用
方
法

小
野
寺
議
員　
基
金
の
う
ち
、

積
立
基
金
の
額
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。
運
用
方
法
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　
財
政
調
整
基
金
を
年
度

間
の
財
源
調
整
と
普
通
交
付
税

の
縮
減
に
対
応
す
る
た
め
、
計

画
的
に
積
み
立
て
、
財
政
運
営

の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
他

の
基
金
も
設
置
目
的
に
合
わ
せ

た
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。
基

金
の
管
理
や
保
管
に
当
た
っ
て

は
、
当
分
の
間
は
金
融
機
関
へ

の
預
金
を
継
続
す
る
が
、
庁
内

の
公
金
取
扱
連
絡
会
で
検
討
し
、

効
率
的
な
運
用
に
努
め
た
い
。

井
上
議
員　
県
の
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
最
終
候
補
地

は
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
八
幡

平
市
に
選
定
さ
れ
た
の
か
。

市
長　
住
民
説
明
会
で
の
意
見

や
整
備
の
確
実
性
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
、
各
候
補

地
の
中
で
最
も
優
位
性
が
高
い

と
の
判
断
で
選
定
さ
れ
た
。

井
上
議
員　
地
元
雇
用
や
経
済

効
果
は
、
ど
の
程
度
期
待
で
き

る
の
か
。

市
長　
雇
用
は
１０
人
を
超
え
る

と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
法
人

市
民
税
と
固
定
資
産
税
で
年
間

約
２
千
万
円
の
実
績
が
あ
り
、

相
当
の
税
収
が
見
込
ま
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

井
上
議
員　
い
わ
て
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
見
学
で
は
、
地
域

住
民
か
ら
の
声
を
聞
く
機
会
が

あ
る
の
か
。

市
民
課
長　
実
際
の
市
民
の
声

を
聞
け
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

花
輪
線
の
新
駅
設
置

井
上
議
員　
地
元
か
ら
Ｊ
Ｒ
花

輪
線
平
館
駅
と
大
更
駅
の
間
に

新
駅
設
置
の
要
望
が
あ
る
。
実

現
性
は
あ
る
か
。

市
長　
経
費
は
自
治
体
の
負
担

と
な
り
、
内
容
な
ど
を
厳
し
く

精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

井
上
議
員　
財
源
や
利
用
状
況

な
ど
の
問
題
は
あ
る
が
、
新
駅

に
よ
り
通
学
の
利
便
性
や
地
域

の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
と
思

う
が
可
能
性
は
ど
う
か
。

市
長　
地
域
住
民
の
考
え
も
総

合
的
に
検
討
し
な
が
ら
、
可
能

性
を
ト
ラ
イ
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

●
他
の
質
問
事
項　
西
根
庁
舎

の
活
用
、
危
機
管
理
に
つ
い
て

産
廃
最
終
処
分
場
の
問
題

丁
寧
な
説
明
と
話
し
合
い

井
い の

上
う え

辰
た つ

男
お

 議員
（八起会）

髙
橋
議
員　
八
幡
平
市
の
人
口

は
合
併
後
１０
年
余
り
で
３
４
９

５
人
減
少
し
て
い
る
。
過
去
に

例
が
な
い
危
機
的
状
況
だ
と
い

え
る
が
、
こ
の
状
況
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

市
長　
年
間
に
亡
く
な
る
人
が

４
０
０
人
を
超
え
る
の
に
対
し

て
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
が

１
５
０
人
前
後
で
、
約
２
５
０

人
の
自
然
減
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
転
出
が
転
入
を
上
回

る
社
会
減
も
続
い
て
い
る
。
２3

年
度
に
策
定
し
た
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
で
は
、「
定
住
化

の
促
進
」「
第
１
次
産
業
の
生
産

力
向
上
」「
大
更
駅
周
辺
の
賑
わ

い
創
出
」「
合
宿
の
里
づ
く
り
」

「
滞
在
型
観
光
推
進
」の
五
つ
の

重
点
施
策
で
人
口
減
少
対
策
を

進
め
て
き
た
が
、
八
幡
平
市
を

含
め
た
県
北
地
域
で
の
人
口
減

少
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

髙
橋
議
員　
人
口
減
少
は
市
の

直
面
す
る
最
大
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
対
策
と
し
て
国
が
進

め
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
が
具
体
策
は
。

市
長　
国
は
総
合
戦
略
の
策
定

に
当
た
り
、
①
5
年
間
で
地
方

に
若
者
の
雇
用
を
3０
万
人
増
や

す
②
東
京
圏
へ
の
流
入
人
口
を

５
年
間
で
１０
万
人
減
ら
す
③
若

い
世
代
の
結
婚
や
出
産
、
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
④
時
代

に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
︱
の

四
つ
の
基
本
目
標
を
示
し
て
い

る
。
２7
年
度
内
に
市
の
総
合
戦

略
を
策
定
す
る
が
、
議
会
か
ら

も
具
体
的
な
提
言
を
い
た
だ
き

た
い
。
何
と
か
人
口
減
少
に
歯

ど
め
を
か
け
た
い
。

人
口
減
少
対
策
を
最
優
先

総
合
戦
略
計
画
で
歯
ど
め

髙
た か

橋
は し

悦
え つ

郎
ろ う

 議員
（日本共産党）

人口減少対策に歯どめを
（３月 １８ 日・大更小学校卒業式） いわてクリーンセンターの埋立地
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一 般 質 問
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工
藤
議
員　
多
く
の
高
齢
者
に

元
気
で
い
て
も
ら
う
た
め
の
施

策
は
。

市
長　
健
康
教
室
や
健
康
状
態

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
、
認
知
症
に
対
す

る
普
及
啓
発
活
動
を
通
し
て
介

護
予
防
推
進
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
に
よ
る
生
き
が
い
づ

く
り
と
、
特
定
健
診
や
長
寿
健

診
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

工
藤
議
員　
例
え
ば
健
康
増
進

に
努
力
し
た
人
や
健
康
改
善
を

し
た
人
に
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
、

市
内
の
施
設
を
利
用
で
き
る
よ

う
な
制
度
を
作
り
、
健
康
に
対

す
る
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う
と

い
う
の
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　
検
討
の
余
地

は
あ
る
と
思
う
。

公
共
工
事
の
落
札
率

工
藤
議
員　
２６
年
度
の
公
共
工

事
の
落
札
率
と
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
２
月
２3
日
現
在
、
１
１

３
件
入
札
し
、
平
均
落
札
率
は

９６
・
3２
％
で
あ
る
。
現
在
は
積

算
能
力
が
あ
れ
ば
予
定
価
格
に

近
い
額
が
出
せ
る
の
で
、
お
か

し
い
数
字
で
は
な
い
。

小
中
学
校
連
携
教
育

工
藤
議
員　
小
中
連
携
教
育
の

実
績
と
評
価
は
。

教
育
長　
９
年
間
の
継
続
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
授
業
改
善

や
指
導
の
一
貫
性
が
図
ら
れ
、

学
力
向
上
だ
け
で
な
く
総
合
生

活
力
や
人
生
設
計
力
を
育
成
す

る
基
盤
に
も
な
っ
て
い
る
。

●
他
の
質
問
事
項　
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て

元
気
な
高
齢
者
へ
の
施
策

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

工
く

藤
ど う

　剛
つよし

 議員
（新政クラブ）

高齢者の元気が八幡平市の活力に

＂じぇじぇじぇ＂な議会目指し条例策定
　久慈市議会は、議会改革の一環で、平成２６年３月に議会
基本条例︵通称「じぇじぇじぇ基本条例」︶を制定しました。
　この条例は、①条例前文を方言化②議会活動を検証する
③市民と議会が協働する場「かだって会議」の設置④ＩＣ
Ｔの積極的活用⑤委員会の委員長志願者の所信表明機会を
設定⑥他議会との積極的交流―の六つが特徴。条例の実効
性を高め、＂じぇじぇじぇ＂な議会を目指しています。

議会改革特別委員会 ■期日・場所　２月２日・久慈市
■内容　議会基本条例に関する先進事例調査

委員会活動報告

問　〇の中には、どんな文字
　（数字︶が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名︵ふりがな︶､ 議会だよりを読んだ　　
感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、はが
きやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中から抽
選で１０人に八幡平市共通商品券を１，０００円分をお贈りします︵当
選者の発表は発送をもって代えさせていただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。
■あて先　〒０２８︲73９7　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　ＦＡＸ：０１９5︲74︲２１０5　Ｅ︲ｍａｉℓ：ｇｉkａｉ＠ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｍａｎｔａｉ．ℓｇ．ｊｐ
■しめ切り　平成２7年６月２２日㈪︵当日消印有効︶
■前回(№38)の正解≫　ラグビー
　　　　　　　　　　　応募者　3９人　　正解者　3１人

ク イ ズ

２₇年度の
地域おこし協力隊は
全部で〇人任用

次は　６月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴すること
ができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市役所
３階の議会事務局までお越しください（受付で住所や氏
名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階の
テレビでライブ中継を行っているほか、会派代表質問と
一般質問の模様はインターネット︵ＹｏｕＴｕｂｅの八幡平市議
会のチャンネル）で録画配信しています。

期　日　　 内　容
６月１２日㈮　  議案上程  ほか

６月１3日㈯・１4日㈰  休　　会　　　　　　　　　
６月１5日㈪　  一般質問

６月１６日㈫～２１日㈰  休　　会
６月２２日㈪　  一般質問
６月２3日㈫  一般質問　　　　　　　　
６月２4日㈬  議案審議
６月２5日㈭  休　　会
６月２６日㈮  委員長報告  ほか

※午前１０時開会︵変更の場合があります︶

久慈市議会︵２月２日︶

議会の動き
(２月２日～４月30日)

２月▲

２日　議会改革特別委員会
所管事務調査︵～３日︶▲

６日　議会改革特別委員会▲

９日　会派代表者会議▲

１２日　議会運営委員会▲

１６日　会派代表者会議、議員　
全員協議会、議会運営
委員会▲

１８日　平成２7年第１回定例会
︵～３月２０日︶､ 教育民
生常任委員会協議会､
議員全員協議会､ 議会
広報常任委員会▲

２０日　議会運営委員会▲

２3日　議会広報常任委員会▲

２4日　議会改革特別委員会▲

２5日　日本共産党会派研修
３月▲

２日　議会運営委員会▲

４日　議会運営委員会、議会　
広報常任委員会▲

５日　議会運営委員会▲

９日　議会運営委員会▲

１０日　議会広報常任委員会、
予算特別委員会、議員
全員協議会、議会運営
委員会▲

１１日　教育民生常任委員会、
産業建設常任委員会▲

１２日　予算特別委員会、議会
運営委員会▲

１3日　予算特別委員会、議会
運営委員会▲

１６日　予算特別委員会、議会
広報常任委員会▲

１7日　予算特別委員会▲

２０日　議会運営委員会▲

２4日　議会運営委員会▲

２5日　緑松会・自由クラブ会
派合同研修︵～２7日︶､
八起会会派研修（～２６
日）▲

２６日　工藤直道議長研修
４月▲

２日　議会広報常任委員会▲

９日　議会改革特別委員会▲

２3日　議会改革特別委員会▲

２８日　議会広報常任委員会▲

3０日　議会改革特別委員会

　はちまんたい議会だよりは、
今号から「ギカイのひろば」
としてリニューアルしました。
今後も議会の活動をわかりや
すく伝え、市民の皆さんに親
しまれる議会だよりを目指し
ていきます。
　　議会広報常任委員会
　　委員長　髙橋　悦郎




